
〈特集〉 

1 粟ヶ岳のふもとに位
置する富士東製茶農協。

2 共同で管理するように
なったシイタケ栽培。１０
月下旬頃から出荷が始ま
り、道の駅掛川や東山
いっぷく処で販売してい
ます。

3 数年後の本格出荷に
向けて育成中のレモン
は、特性などを確認する
ため現在６品種を栽培し
ています。
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誠
さ
ん
、
田
辺
啓
介
さ
ん
は
、
工
場
主
催

の
視
察
や
勉
強
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

３
年
前
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て「
自
分
や
家
族

が
ケ
ガ
を
し
た
ら
廃
業
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
共
同
管
理
な
ら
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
」
と

グ
ル
ー
プ
最
年
長
の
萩
原
さ
ん
は
話
し
ま

す
。個

々
の
生
産
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
個
人
で
持
っ
て
い
た
茶
園
な
ど

を
共
同
で
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
経
営
管
理
能
力
の
向
上
や

労
働
環
境
整
備
の
た
め「
合
同
会
社
い
っ

ち
ょ
や
ら
ざ
あ
」
を
今
年
４
月
に
設
立
し

ま
し
た
。

合
同
会
社
は
会
社
法
人
の
一
つ
で
、
設

立
費
用
が
安
く
、
出
資
者
が
経
営
者
と
な

る
こ
と
で
社
員
一
人
一
人
が
同
等
の
権
利

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
い
っ

ち
ょ
や
ら
ざ
あ
で
は「
み
ん
な
が
同
じ
立

場
、
同
じ
責
任
に
な
る
よ
う
に
」
と
合
同

会
社
で
の
設
立
を
決
め
ま
し
た
。

現
在
の
経
営
規
模
は
、茶
９
・
３
ｈａ
、シ

イ
タ
ケ
１
万
３
千
５
百
菌
床
、
レ
モ
ン
３２

　

ａ
。
共
同
で
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

茶
園
で
は
農
地
が
ま
と
ま
り
作
業
が
効
率

化
し
た
こ
と
に
加
え
、
統
一
さ
れ
た
栽
培

で
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
面
で
は
仕
事
の

状
況
を
見
て
休
み
を
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
も
な
り
、「
将
来
を
見
越
し
て
、

一
緒
に
農
作
業
を
し
て
い
る
親
の
負
担
も

減
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
松
浦
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

今
後
は
、
機
械
の
整
理
な
ど
で
経
費
の

削
減
を
行
い
、収
支
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
作
業
の
分
担
な
ど
も
進
め
、
よ
り

品
質
重
視
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
将
来
的
に
は
消
費
者
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
た
直
接
販
売
な
ど
も
検
討
し

て
い
る
と
い
い
、
こ
れ
か
ら
の
４
人
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

全
国
屈
指
の
茶
処
で
あ
る
掛
川
市
の
中

で
も
、
茶
生
産
が
盛
ん
な
東
山
地
区
。
同

地
区
に
３
つ
あ
る
協
同
製
茶
工
場
の
う
ち

の
一
つ
、
富
士
東
製
茶
農
協
に
所
属
す
る

萩
原
雅
弘
さ
ん
、
松
浦
永
治
さ
ん
、
平
井

３
年
前
に

任
意
団
体
を
立
ち
上
げ

合
同
会
社

「
い
っ
ち
ょ
や
ら
ざ
あ
」を

設
立 　　　　　　　　　　　　　そう名前に込められた

農業法人が４月に設立されました。そこでは、東山地区

の生産者４名が茶やシイタケ、レモンなどを共同で管

理しています。次世代に農業をつなげるために立ち上

げた“合同会社 いっちょやらざあ”。その取り組みを紹

介します。

法人化で
見据える

未来

次世代に
つながる経

営を目指し
て

今年４月に
法人化 ！

品質重視の栽培に

取り組みます！

「さあ、やろうぜ ！ 」
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同

地
区
に
３
つ
あ
る
協
同
製
茶
工
場
の
う
ち

の
一
つ
、
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共
同
管
理
で

未
来
を
見
据
え
た
経
営

担
い
手
農
家
が
注
目
す
る

農
業
経
営
の
法
人
化
っ
て
な
に
？

Voice

副
部
長
　
宮
﨑
智
宏
さ
ん

Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会
農
政
営
農
部

主
幹
　
鍛
治
澤
一
平
さ
ん

法人の手続きなどは良い勉強になり、自分も成長できた。
自分の子どもが継ぐことのできるような次につながる経営
にしていきたい。

松
浦
永
治
さ
ん
42

次につながる経営に

法人化したばかりでまだピンときていないが、これから実
感していくと思う。多くの人に認知してもらえる会社にして
いきたい。今やっていることを続けて、地に足のついた経
営で軌道に乗せていきたい。

萩
原
雅
弘
さ
ん
44

田
辺
啓
介
さ
ん
39

平
井 

誠
さ
ん

41

経営を軌道に乗せる

みんなと仕事するのが楽しいということを感じている。仕
事をする中でいろいろな意見が出るので、よく考えて良い
方向に進んでいきたい。シイタケ、レモンといえば「いっ
ちょやらざあ」といわれるくらい栽培に励んでいきたい。

みんなで良い方向に

今栽培しているレモンやシイタケは、いろいろな品種を試
している段階。品種ごとの特性や栽培方法の違いをどん
どん発見していきたい。

栽培方法を確立

い
っ
ち
ょ
や
ら
ざ
あ
は
合
同
会
社
に

農
業
を
営
む
株
式
会
社
や
農
事
組
合
法
人
な
ど
を
総
称
し
て「
農
業
法
人
」と
い
い
ま
す
。

現
在
、静
岡
県
で
は
個
人
の
農
業
経
営
者
が
減
少
す
る
中
、農
業
法
人
の
数
は
右
肩
上
が
り
に
増

加
し
て
い
ま
す
。設
立
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
、Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会
の
宮
﨑
さ
ん
と
鍛
治
澤

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
経
営
を
目
指
し
て

農
業
法
人
に
つ
い
て

解
説
し
て
く
れ
る

農事組合法人
62 364 10 2

68 436 10 6

45 549 10 15

株式会社 合名･合資会社 合同会社

２０１０年
２０１５年

２０２０年

２０２０年の農林業センサスでは農事組合法人と会社
を合わせて６１９法人あります。国の方針もあり、法人

経営体数は右肩上がりで増加しています。作目別では野菜の割合
が多く、静岡県の特徴として茶の割合も多くなっています。

静岡県にはどのくらいの
農業法人がある？

Q

A

手順としては定款の作成や設立登記などがありますが、
法人化して何に取り組むかなど、将来のビジョンを明確

にするための事前の打ち合わせが重要です。法人化を検討する農
業者には、専門家の派遣や設立のための費用助成などもあります
ので、まずはJAにご相談ください。

どうやったら
法人になることができる？

Q

A

法人化は、現在の農業経営を発展させるための有効な
手段のひとつと考えます。これまでも規模拡大のタイミ
ングや雇用の確保、経営の引き継ぎの円滑化、補助事

業等の活用などの理由から法人化の相談がありました。

法人化は必要？Q

A

法人化の目的や事業によって設立に向く種類、形態が
異なります。

どの法人形態がおすすめ？Q

A

農林業センサスより静岡県の農業経営体  

構成員　農民３名以上 議決権　１人１票
特徴　農業者で構成する法人で事業内容は農業に限定される。  
構成員　１名以上 議決権　１株１票
特徴　一般的な会社法人。構成員や事業内容など自由に設定できる。  
構成員　１名以上 議決権　１人１票
特徴　株式会社に比べ会社運営に係るルールが簡素で1人1票制が特徴。 

農事組合
法人
株式会社

合同会社

農業法人の要件

経営が変わることで、可能性が広がる場合もあります。将来を見据え
未来への思いが強い生産者の方には、ぜひ一度法人化を検討していた
だきたいと思います。 ●法人化に関するお問い合わせ先

　組合員課　TEL：0537-20 - 0810

私
た
ち
が

　
お
答
え
し
ま
す

「
い
っ
ち
ょ
や
ら
ざ
あ
」の

　
活
動
を
イ
ン
ス
タ
で

　
チ
ェ
ッ
ク
！
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